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Happy New Era
１０連休となった今年のゴールデンウィーク。上皇退位の儀式

や新天皇即位の儀式そして一般参賀など、テレビ画面には皇居

が連日映し出されていました。修学旅行３日目早朝、行幸通り
ぎょうこう

を通り皇居に行きましたが、あの広場に１４万人の人が行列を

つくったとは…。

二重橋をバックにクラス写真を撮ったあと、桜田門を横目に、

日比谷公園までウォーキングをしました。修学旅行後、あの場

所で歴史的な行事が行われたわけです。改元という歴史的な出

来事が中３の修学旅行と同じ頃にあったということは一生忘れ

ることがないでしょう。

来年はいよいよ２度目の東京オリンピック・パラリンピック

が開催されます。令和の時代がどんな時代になっていくか楽し

みです。

修学旅行を通して考えたこと「子どもとお金」
以前、哲学者 鷲田清一さんの「子どもとお金」というコラムを紹介しました。その中

で子どもが消費主体になることに伴う全能感と無能感について述べられていました。私

も以前から子どもが大人を自分のために働かせてよいものだろうかという違和感をずっ

と感じていましたので、鷲田氏のお話には共感する部分がたくさんありました。

今回の修学旅行では、時間に間に合わなければタクシーを推奨し、自由食を２回行わ

せました。生徒に決められた１万５千円（研修費）をもたせ行動させたわけです。親は

得てして子どもに万が一お金が足りなくなるとたいへんだと考えます。ルール以上に多

めにお金をもたせた場合もあったかもしれません。実際に東京班別行動中、集合時間に

間に合わなくなり渋谷から東大赤門までタクシーを利用した班もありました。都内での

昼食やディズニーランド内での夕食、お土産も購入しました。

いずれにしてもお金の有り難さをどれだけ理解しているかが重要なのだと思います。

そのお金は大人が汗水流して一生懸命働いて得たものだとうことが頭のどこかにあるの

かないのか。あるなしでは行動が全く違ってくると思うのです。

また同時に、お金を出したら何でもしてもらえると思うような子どもにはなってほし

くないと思います。モノやサービスを売る人がいるからその商品が得られるわけです。

そういう人に対する感謝の気持ちを持つことも社会の一員として身に付けなくてはなら

ない大切なことだと思います。

今回の修学旅行は旅行代金 70,000円＋研修費 15,000円という多額の出費をお願いしま
した。少なくとも生徒たちが家族に感謝し、お金の価値やありがたさを感じられるふり

かえりであってほしいと思っています。

第３学年学年だより

第５号 2019．5．9（木）文責 村山明生

桜田門前にて

日比谷公園にて



- 2 -

主な行事予定
鳥取大学附属中学校３年

５ 月 ６ 月

１（水）新天皇即位式

２（木）国民の休日 ３（月）◎

３（金）憲法記念日 ４（火）◎

５（水）◎激励会

６（月）振替休日 ６（木）○東部地区総体

７（火）振替休業日 ７（金）○東部地区総体

８（水）◎

９（木）○中教振一斉部会（３限で下校） １０（月）◎教育実習（～２１日，２８日）

１０（金）◎ １１（火）◎東部陸上

１２（水）◎東部陸上予備日

１３（月）◎ １３（木）◎

１４（火）◎ １４（金）◎

１５（水）◎教育実習（～２８日）

１６（木）◎ １７（月）◎

１７（金）◎耳鼻科検診（この日に変更になりました） １８（火）◎引き渡し訓練

１９（水）◎職員会

２０（月）◎第１回附中模試 ２０（木）◎前期中間テスト

２１（火）◎ ２１（金）◎

２２（水）◎

２３（木）◎１年宿泊研修 ２４（月）◎

２４（金）◎ 〃 ２５（火）◎

２６（水）◎

２７（月）◎ ２７（木）◎

２８（火）◎個別相談 眼科検診 ２８（金）◎

２９（水）◎個別相談 ２９（土）○研究大会

３０（木）◎個別相談 歯科検診

３１（金）◎

今年度、附中模試を８回行います。高校入試同様、各教科 50
点 250 点満点のテストです。定期テストも含め毎月必ずテスト
がありますので、その都度目標をもって学習に取り組んでいき

ましょう。


